
市議会だより
表題は「いとう」の文字に大室山・小室山を配し、図案化したものです。

主な内容

議会に関する情報は、市議会ホームページも併せてご覧ください。 伊東市議会
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○臨時会の概要  【Ｐ．４】
○9月定例会の概要  【Ｐ．５】

○決算大綱質疑（７議員が質疑）  【Ｐ．8】
○常任委員会だより  【Ｐ．11】

これから４年間の任期に臨む
第20期市議会議員の20人
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市 議 会 だ よ り

議会構成決定議会構成決定 臨
時
会

臨
時
会

第
二
〇
期
市
議
会
議
員
の
初
議
会
と
な
る

臨
時
会
を
一
〇
月
一
二
日
開
会
し
ま
し
た
。

　正副議長の選挙、各常任委員会委員及び議会運営委員会委員
の選任を行いました。

　
企
画
部
、
危
機
管
理
部
、
総
務
部
、
市
民
部
の
所
管
に
属
す

る
事
項
及
び
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項
を
審

査
し
ま
す
。

※
中
島
弘
道
議
長
は
、
議
長
の

職
に
専
念
す
る
た
め
、
就
任

と
同
時
に
委
員
会
活
動
を
辞

退
し
ま
す
。

正
副
議
長

常
任
総
務
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

市
議
会
内

　
　
会
派
の
結
成

令
和
五
年
一
〇
月
一
二
日
現
在

新新
第
７3
代
副
議
長

青あ
お

木き

敬よ
し
ひ
ろ博

委　員

虫
むしあき

明弘
ひろ

雄
お

委員長

佐
さ

藤
とう

　周
しゅう

委　員

長
ながさわ

沢　正
まさし

委　員

村
むらかみしょうへい

上 祥 平

委　員

田
た く ぼ ま き

久保眞紀

副委員長

四
しのみやかずひこ

宮和彦

委　員

杉
すぎもとかずひこ

本一彦

第
７７
代
議
長

中な
か
じ
ま
ひ
ろ
み
ち

島
弘
道

　
定
例
会
・
臨
時
会
の
会
期
、

議
案
審
議
予
定
に
関
す
る
こ
と
、

議
員
提
出
議
案
、
請
願
書
、
陳

情
書
、
動
議
の
取
扱
い
に
関
す

る
こ
と
、
議
会
関
係
人
事
案
件

に
関
す
る
こ
と
、
議
会
関
係
例

規
の
制
定
改
廃
に
関
す
る
こ
と
、

各
種
の
儀
礼
に
関
す
る
こ
と
、

議
会
図
書
室
に
関
す
る
こ
と
、

議
長
の
諮
問
に
関
す
る
こ
と
、

そ
の
他
議
会
運
営
に
関
す
る
こ

と
を
協
議
し
ま
す
。

　
委
員
長　
宮
﨑　
雅
薫

　
副
委
員
長　
杉
本　
一
彦

　
委　
　
員　
佐
藤　
　
周

　
　

  

〃 　
　
井
戸　
清
司

　
　

  

〃 　
　
河
島
紀
美
恵

　
　

  

〃 　
　
長
沢　
　
正

　
新
し
く
構
成
さ
れ
た
市
議
会

に
次
の
と
お
り
六
つ
の
会
派
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

（
◎
＝
会
派
代
表
者
、

　
会
派
構
成
議
員
は
議
席
順
）
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市 議 会 だ よ り

　
観
光
経
済
部
、
農
業
委
員
会
、
建
設
部
、
上
下
水
道
部
の
所

管
に
属
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
を
審
査

し
ま
す
。

常
任
観
光
建
設
委
員
会

常
任
福
祉
文
教
委
員
会

委員長

井
い ど

戸清
きよ

司
し

委員長

篠
しのはら

原峰
みね

子
こ

委　員

青
あお

木
き

敬
よしひろ

博

委　員

河
かわしま

島紀
き み え

美恵

委　員

竹
たけもと

本力
りき

哉
や

委　員

宮
みやざきまさしげ

﨑雅薫

委　員

犬
いぬかい

飼このり

委　員

重
しげおか

岡秀
ひで

子
こ

副委員長

鈴
すず

木
き

絢
あや

子
こ

副委員長

杉
すぎもと

本憲
かず

也
や

委　員

浅
あさ

田
だ

良
よしひろ

弘

委　員

大
おおかわかつひろ

川勝弘

※
第
二
〇
期
議
員
の
任
期
は
、

令
和
五
年
九
月
三
〇
日
か
ら

令
和
九
年
九
月
二
九
日
ま
で

に
な
り
ま
す
。

■
正
風
ク
ラ
ブ

　
　
村
上　
祥
平　
議
員

　
　
鈴
木　
絢
子　
議
員

　
◎
佐
藤　
　
周　
議
員

　
　
宮
﨑　
雅
薫　
議
員

■
自
由
民
主
　
伊
東

　
　
虫
明　
弘
雄　
議
員

　
　
河
島
紀
美
恵　
議
員

　
　
中
島　
弘
道　
議
員

　
◎
井
戸　
清
司　
議
員

■
公
明
党

　
◎
長
沢　
　
正　
議
員

　
　
竹
本　
力
哉　
議
員

　
　
篠
原　
峰
子　
議
員

■
伊
東
未
来

　
　
青
木　
敬
博　
議
員

　
◎
大
川　
勝
弘　
議
員

　
　
杉
本　
一
彦　
議
員

■
政
和
会

　
◎
四
宮　
和
彦　
議
員

　
　
杉
本　
憲
也　
議
員

■
颯は
や
て

　
　
田
久
保
眞
紀　
議
員

　
◎
浅
田　
良
弘　
議
員

■
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　
　
犬
飼
こ
の
り　
議
員

　
　
重
岡　
秀
子　
議
員
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市 議 会 だ よ り

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果

市選第１６号 監査委員選任の同意に
ついて

長沢正議員（議員のうちから選任する委員）
市長

賛成多数
で選任に

同意

市選第１７号 公平委員会委員選任の
同意について

朝日啓之氏（再任）
市長

全会一致
で選任に

同意

発議第１号 前正副議長に感謝状の
贈呈について

宮﨑雅薫前議長、大川勝弘前副議長の在任中の功
績に対する感謝状の贈呈

議員
８名※

全会一致
で可決

発選第３号 議長の選挙 有効投票19票のうち、中島弘道議員が19票で当選 － －

発選第４号 副議長の選挙 有効投票14票のうち、青木敬博議員が14票で当選 － －

発選第５号 議会運営委員会委員の
選任について

２ページをご覧ください。 議長 全会一致
で可決

発選第６号 常任委員会委員の選任
について

2、3ページをご覧ください。 議長 全会一致
で可決

発選第７号 駿東伊豆消防組合議会
議員の選挙

任期満了（令和５年９月29日）に伴う駿東伊豆消
防組合議会議員の選挙
有効投票19票のうち、杉本一彦議員７票、佐藤周
議員６票、虫明弘雄議員４票、田久保眞紀議員２
票で、杉本一彦議員、佐藤周議員、虫明弘雄議員
の３人が当選

－ －

※各会派代表者及び会派に所属していない議員全員

令和５年10月12日臨時会で
審議した議案等

前副議長に感謝状を贈呈（写真右が大川前副議長） 前議長に感謝状を贈呈（写真右が宮﨑前議長）
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市 議 会 だ よ り

令和５年９月定例会
令和４年度

一般会計・特別会計・企業会計決算を認定
９月定例会を８月２８日から９月８日までの１２日間の会期で開会しました。

予
算
編
成
の
背
景

　
令
和
四
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、「
新
し
い
伊
東
ス
タ

イ
ル
へ
の
挑
戦　
み
ん
な
で
創

る
新
た
な
未
来
」
を
市
長
経
営

方
針
に
位
置
づ
け
、
公
約
に
掲

げ
た
「
未
来
を
拓
く
取
組
」
の

三
本
柱
で
あ
る
「
み
ん
な
が
つ

く
る
伊
東
市
」、「
み
ん
な
が
楽

し
い
伊
東
市
」、「
み
ん
な
が
暮

ら
す
伊
東
市
」
に
係
る
事
業
の

一
層
の
進
展
及
び
国
際
観
光
温

泉
文
化
都
市
と
し
て
の
発
展
と

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
の
両

立
を
目
指
し
た
編
成
と
し
た
。

一
般
会
計
決
算
概
要

　
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
対

前
年
度
比
三
・
四
％
の
減
、
歳

出
決
算
額
は
二
・
七
％
の
減
と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

前
年
度
を
四
・
〇
％
下
回
る
八

億
六
四
七
二
万
六
〇
〇
〇
円
で

あ
っ
た
。

　
歳
入
決
算
で
は
、
自
主
財
源

に
お
い
て
、
市
税
、
ふ
る
さ
と

伊
東
応
援
寄
附
金
及
び
競
輪
事

業
収
入
の
増
加
等
に
よ
り
、
対

前
年
度
比
六
・
七
％
増
加
し
た

も
の
の
、
依
存
財
源
に
お
い
て
、

国
庫
支
出
金
の
減
少
な
ど
か
ら
、

対
前
年
度
比
一
一
・
〇
％
の
減

と
な
り
、
歳
入
全
体
で
は
三
・

四
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

　
歳
出
決
算
で
は
、
経
常
経
費

に
お
い
て
、
定
年
退
職
者
の
増

加
な
ど
に
よ
り
人
件
費
が
一
・

七
％
、
物
価
高
騰
等
に
よ
り
物

件
費
が
一
〇
・
六
％
増
加
し
た

が
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
の
終
了
な
ど
に
よ
り

扶
助
費
は
九
・
〇
％
減
少
し
た
。

　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

普
通
建
設
事
業
に
お
い
て
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
事
業
や

学
校
統
合
環
境
整
備
事
業
な
ど

を
実
施
し
た
も
の
の
、
市
民
運

動
場
人
工
芝
生
化
事
業
な
ど
が

完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
対
前
年

度
比
で
二
六
・
八
％
と
大
き
く

減
少
し
た
。

本
市
の
財
政
状
況

　
本
市
の
財
政
は
、
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
継
続
し
て
き
た
様
々

な
改
革
へ
の
取
組
に
よ
り
、
適

正
と
さ
れ
る
規
模
の
黒
字
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設

総
合
管
理
基
金
等
へ
の
積
立
て

な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
財
源

の
確
保
が
図
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
健
全
化
判
断
比
率
や

経
常
収
支
比
率
、
実
質
収
支
比

率
な
ど
の
財
政
指
標
も
含
め
、

そ
の
健
全
性
は
維
持
で
き
て
い

る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
「
有
言
実
行
‼
み

ん
な
と
と
も
に
」
を
基
本
理
念

に
、
「
伊
東
の
魅
力
を
発
信
し
、

文
化
を
高
め
、
観
光
の
振
興
と

産
業
の
育
成
に
よ
っ
て
、
み
ん

な
が
夢
を
形
に
で
き
る
未
来
を

拓
く
」
施
策
の
推
進
に
邁
進
し

て
き
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
、

市
民
の
皆
様
が
主
役
の
明
る
い

伊
東
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民

と
行
政
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

全
員
参
加
で
未
来
を
見
据
え
た

新
し
い
伊
東
ス
タ
イ
ル
の
構
築

に
向
け
、
本
市
の
発
展
に
努
め

て
い
く
。

市
長
に
よ
る
決
算
概
要
説
明
（
要
旨
）

令和４年度　一般会計・特別会計・企業会計決算
◎全会一致で認定

■一般会計決算
歳入 歳出 審議 

結果
312億6,444万円 301億5,542万円 ◎

■特別会計決算
会計 歳入 歳出 審議 

結果
競輪事業 332億9,618万円 326億3,409万円 ◎

国民健康保険事業 86億3,049万円 84億9,955万円 ◎
土地取得 5,629万円 5,623万円 ◎
霊園事業 5,098万円 5,059万円 ◎

介護保険事業 89億8,942万円 88億2,500万円 ◎
後期高齢者医療 23億1,860万円 22億9,122万円 ◎

合計 533億4,196万円 523億5,669万円 ◎
※計数は、それぞれ１万円未満を四捨五入しているため、合計と内訳は一致しない。
■公営企業会計決算

区分 収入 支出 審議 
結果

病院事業 収益的収支 4億3,874万円 3億7,536万円 ◎資本的収支 1億　382万円 1億6,450万円
下水道事業 収益的収支 16億3,521万円 16億　303万円 ◎資本的収支 8億7,978万円 13億6,708万円
水道事業 収益的収支 16億1,224万円 15億7,515万円 ◎資本的収支 2億8,000万円 8億2,969万円
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市 議 会 だ よ り

令和５年９月定例会
23件の議案等を審議、決定

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市報第５号 令和４年度決算に基づく

健全化判断比率及び資金
不足比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づく
健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質
公債費比率、将来負担比率）及び公営企業会計の資金不足
比率の報告

市長 報告・質疑
のみ

市議第６号 伊東市印鑑条例及び伊東
市手数料徴収条例の一部
を改正する条例

利用者証明用電子証明書を移動端末設備に搭載することが
可能となったことから、多機能端末機による証明書の交付
申請（コンビニ交付）について、移動端末設備を利用する
方法を追加するとともに用語の整理を行う条例改正

市長 全会一致
で可決

市議第７号 伊東市職員の育児休業等
に関する条例の一部を改
正する条例

地方公務員法の一部を改正する法律施行による、伊東市一
般職の職員の給与に関する条例の改正に伴い、育児短時間
勤務職員及び任期付短時間勤務職員の給与条例の特例部分
に係る読替規定について整理を行う条例改正

市長 全会一致
で可決

市議第８号 伊東市競輪事業収益金活
用基金条例

一般会計における競輪事業特別会計からの繰入金につい
て、これまで以上に使途を明確にするとともに、複数年次
において有効的に活用していくため、新たに基金を設置す
るもの

市長 全会一致
で可決

市議第９号 伊東市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正
する条例

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図る
ための関係法律の整備に関する法律等の公布に伴い、引用
部分等について整理を行う条例改正 市長 全会一致

で可決

市議第10号 伊東市家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部
を改正する条例

子ども家庭庁設置法等の施行に伴う厚生労働関係省令の整
備等に関する省令の施行に伴い、本条例中、保育の内容に
関する部分において、所管大臣を厚生労働大臣から内閣総
理大臣へ改める条例改正

市長 全会一致
で可決

市議第11号 伊東市放課後児童健全育
成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

子ども家庭庁成育局長通知、「放課後児童健全育成事業」
の実施についての施行により、放課後児童支援員とみなす
ことができる者の要件が緩和されたことに伴い、引用部分
を整理するとともに、設備の基準について経過措置の延長
等を行う条例改正

市長 全会一致
で可決

市議第12号 令和４年度伊東市下水道
事業会計未処分利益剰余
金の処分について

令和４年度伊東市下水道事業会計未処分利益剰余金8,117
万4,865円の全てを減債積立金へ積み立てることについ
て、地方公営企業法の規定により、議会の議決を求める
もの

市長 全会一致
で可決

市議第13号 令和４年度伊東市水道事
業会計未処分利益剰余金
の処分について

令和４年度伊東市水道事業会計未処分利益剰余金3,598万
8,068円の全てを資本金へ組み入れることについて、地方
公営企業法の規定により、議会の議決を求めるもの

市長 全会一致
で可決

市議第14号 令和５年度伊東市一般会
計補正予算（第３号）

令和５年６月に発災した鎌田地区における市道災害復旧事
業をはじめとする各種事業経費の追加及び令和４年度事業
費確定に伴う国県支出返還金等の追加並びに基金への積立
てなど、７億5,587万3,000円の追加

市長 全会一致
で可決

市議第15号 令和５年度伊東市土地取
得特別会計補正予算（第
１号）

伊東駅周辺地区整備事業における計画区域内の土地の一部
を取得するための経費として1,352万6,000円の追加 市長 全会一致

で可決

市議第16号 令和５年度伊東市下水道
事業会計補正予算（第１
号）

湯川終末処理場焼却棟外壁の壁画の展示を終了するため、
塗装に係る修繕費用として646万1,000円の追加 市長 全会一致

で可決
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議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市認第5号

~

市認第14号

令和４年度伊東市一般会
計歳入歳出決算、特別会
計歳入歳出決算６件、企
業会計決算３件

地方自治法第96条第１項第３号に基づく各会計の令和４
年度歳入歳出決算の認定 市長

５ページを
ご覧

ください

請願第１号 伊東市新図書館建設事業
の見直しを求める請願

委員会不採択理由：本請願は、新図書館建設事業について
「事業内容をゼロベースから見直すこと」を求めている
が、これまでの検討経過における市民の声を尊重している
か疑念が残ることや、請願書の要件不備の懸念が払拭でき
ないことから不採択

不採択とすべしと
した委員会報告の
とおり賛成多数で

不採択

討論

討論

《
賛
成
》
正
風
ク
ラ
ブ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
残
る
年
度
に
お
い
て
移

住
定
住
で
二
七
四
人
の
社
会
増

を
生
み
出
し
た
こ
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
増
加
や
市
役
所
の
Ｄ

Ｘ
化
に
つ
い
て
も
順
調
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
祝
金
や
、
学
校

給
食
費
の
免
除
で
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
や
、
市
内
経
済
に
対

し
て
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
な
ど
、

や
る
べ
き
こ
と
が
や
れ
て
い
た

と
考
え
る
こ
と
か
ら
認
定
す
る
。

《
賛
成
》
日
本
共
産
党

　
多
種
多
様
な
移
住
促
進
策
の

拡
大
や
、
学
校
統
合
の
際
の
学

童
保
育
所
の
建
設
、
二
、
三
学

期
の
給
食
費
の
免
除
な
ど
は
評

価
で
き
る
。
た
だ
し
免
除
の
継

続
は
検
討
す
べ
き
だ
っ
た
。
イ

ベ
ン
ト
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

活
性
化
は
効
果
が
不
十
分
。
実

質
収
支
の
黒
字
決
算
を
、
経
済

対
策
や
市
民
生
活
の
向
上
な
ど

に
有
効
に
生
か
す
こ
と
を
要
望

し
、
認
定
と
す
る
。

《
賛
成
》
公
明
党

　
令
和
四
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
し
て
三
年
目
の
予
算
立
て
、

事
業
執
行
と
な
っ
た
。
学
校
統

廃
合
整
備
事
業
や
物
価
高
騰
対

策
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
な
ど
時
代
状
況
に
沿
っ
た
事

業
が
執
行
さ
れ
た
と
判
断
す
る
。

　
今
後
、
新
図
書
館
建
設
、
駅

前
整
備
事
業
な
ど
の
計
画
も
あ

り
、
財
政
健
全
化
の
維
持
と
本

市
発
展
に
期
待
し
、
認
定
と
す

る
。《

採
択
に
賛
成
》
日
本
共
産
党

　
本
請
願
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
審
査
の
中
で
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
の
見
直
し
は
全
く
の
白

紙
撤
回
で
な
い
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
会
派
と
し
て
新
図
書
館

建
設
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
、

入
札
不
調
を
機
に
計
画
を
見
直

せ
る
こ
と
、
市
民
参
加
で
新
図

書
館
を
作
る
こ
と
は
、
多
く
の

市
民
に
活
用
さ
れ
る
図
書
館
に

な
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

請
願
採
択
に
賛
成
と
す
る
。

《
採
択
に
反
対
》
正
風
ク
ラ
ブ

　
請
願
者
代
表
か
ら
「
市
民
団

体
の
方
々
か
ら
聞
い
て
い
る
話

で
は
」
や
「
私
は
こ
う
解
釈
し

て
い
る
」
と
い
う
表
現
が
度
々

あ
り
、
さ
ら
に
請
願
文
章
は
私

が
作
っ
た
文
章
で
は
な
い
と
の

表
現
も
あ
っ
た
。
請
願
者
代
表

の
説
明
と
請
願
文
章
に
あ
ま
り

に
差
異
が
あ
り
、
請
願
文
章
が

一
五
〇
〇
人
の
請
願
者
の
意
見

を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
は
思

え
な
い
こ
と
か
ら
採
択
に
反
対
。

《
採
択
に
賛
成
》
無
党
派 

颯

　
今
回
の
請
願
は
市
民
一
人
一

人
が
請
願
人
と
な
り
、
計
画
を

一
度
中
断
し
て
事
業
内
容
を
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直
す
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
手
続
の

不
備
を
主
張
す
る
意
見
が
あ
る

が
、
手
続
に
問
題
が
無
い
こ
と

は
事
前
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
六
〇
三
名
の
市
民
の
声
を
議

会
が
門
前
払
い
し
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
採
択
す

べ
し
と
す
る
。

《
採
択
に
反
対
》
四
宮
和
彦
議
員

　
請
願
第
一
号
は
、
伊
東
市
議

会
会
議
規
則
が
定
め
る
形
式
的

要
件
を
欠
い
て
お
り
、
手
続
上

の
瑕
疵
が
あ
る
た
め
、
採
択
に

反
対
す
る
。
こ
の
よ
う
な
瑕
疵

を
見
過
ご
し
た
議
会
事
務
局
に

は
、
深
く
反
省
す
る
と
と
も
に

自
ら
の
業
務
の
研
さ
ん
に
努
め
、

再
度
同
様
の
請
願
が
提
出
さ
れ

る
場
合
に
は
、
正
当
な
手
続
に

基
づ
き
、
提
出
に
助
力
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

《
採
択
に
反
対
》
清
友
会

　
実
質
的
審
査
対
象
た
る
請
願

文
書
表
に
会
議
規
則
違
反
の
記

載
が
あ
る
ほ
か
、
委
員
会
審
査

答
弁
で
請
願
者
の
願
意
と
異
な

る
請
願
の
可
能
性
が
生
じ
た
た

め
請
願
法
第
二
条
の
趣
旨
の
観

点
か
ら
反
対
す
る
が
、
市
や
改

選
後
の
議
会
に
は
、
市
民
へ
の

よ
り
丁
寧
な
説
明
と
ビ
ジ
ョ
ン

た
る
新
図
書
館
基
本
構
想
実
現

手
段
の
妥
当
性
に
つ
き
現
計
画

の
徹
底
し
た
再
検
証
を
求
め
る
。

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
の
概
要

※
登
壇
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
認
第
五
号

　
令
和
四
年
度
伊
東
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

請
願
第
一
号

会派構成は10ページをご覧ください
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市
長

福
祉
関
係
団
体
へ
成
年
後
見
制

度
に
関
す
る
説
明
を
行
う
と
と

も
に
、
相
談
業
務
や
制
度
利
用

を
支
援
す
る
業
務
を
行
っ
た

　
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
成
年
後
見
制
度
の

利
用
に
関
す
る
包
括
的
な
支
援

を
行
う
権
利
擁
護
支
援
機
関
と

し
て
、
令
和
四
年
度
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
運
営
を

開
始
し
た
。

　
実
績
と
し
て
は
、
地
域
福
祉

関
係
団
体
へ
本
制
度
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
ま
た
、
窓
口
や

電
話
に
お
い
て
三
七
件
の
相
談

を
受
け
付
け
、
申
立
支
援
な
ど
、

九
件
の
制
度
利
用
に
関
す
る
業

務
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
市
民

後
見
人
養
成
講
座
に
お
い
て
、

令
和
四
年
度
は
八
人
の
方
が
受

講
を
修
了
し
、
ま
た
、
令
和
三

年
度
の
養
成
講
座
修
了
者
に
対

す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
も

実
施
し
、
市
民
後
見
人
の
養
成

に
努
め
た
。

市
長

家
計
急
変
世
帯
と
し
て
支
給
し

た
世
帯
数
は
五
一
件
で
あ
る

　
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
物
価

高
騰
に
よ
り
、
特
に
家
計
へ
の

影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
の
低
所
得
世
帯
に
対
し
、

国
の
臨
時
的
な
支
援
策
と
し
て
、

一
世
帯
当
た
り
五
万
円
を
支
給

す
る
も
の
で
あ
り
、
本
市
の
支

給
実
績
と
し
て
は
、
一
万
一
〇

六
三
世
帯
に
支
給
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
家
計
急
変
世
帯

に
対
す
る
対
応
実
績
と
し
て
は
、

広
報
い
と
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
報
道
機
関
に
よ
る
記
事
掲

載
に
よ
る
周
知
の
ほ
か
、
生
活

困
窮
相
談
窓
口
な
ど
で
の
案
内

に
よ
り
申
請
を
受
け
付
け
、
住

民
税
課
税
世
帯
で
は
あ
る
も
の

の
、
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変
し
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
相
当
す

る
収
入
状
況
で
あ
る
と
確
認
で

き
た
五
一
世
帯
に
対
し
支
給
を

行
い
、
そ
の
他
の
支
援
が
必
要

と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し
て
は
、

適
切
な
支
援
制
度
に
つ
な
が
る

よ
う
対
応
し
た
。

市
長

対
前
年
度
比
一
・
〇
％
の
増
加

で
あ
り
、
今
後
も
高
齢
化
に
伴

い
増
加
が
見
込
ま
れ
る

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に

お
け
る
歳
出
全
体
の
約
九
割
を

占
め
る
保
険
給
付
費
に
つ
い
て

は
、
令
和
四
年
度
、
七
九
億
八

一
〇
六
万
七
九
六
二
円
で
決
算

し
、
前
年
度
に
対
し
、
七
七
六

九
万
四
一
六
〇
円
、
一
・
〇
％

の
増
と
な
っ
た
。
こ
の
要
因
と

し
て
は
、
後
期
高
齢
者
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
要
介
護
認
定

者
が
五
七
人
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
、
要
介
護
四
以
上

の
介
護
度
が
高
い
高
齢
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
も
、

給
付
費
増
の
一
因
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
、
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
へ
移
行
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
も
必
然
的
に
増
加
し
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に

併
せ
て
、
保
険
給
付
費
も
年
々

増
加
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
二
一
項
目

市
長

事
業
完
了
に
よ
り
維
持
管
理
経

費
が
削
減
さ
れ
、
そ
の
跡
地
は

多
目
的
広
場
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る

　
ス
カ
イ
ポ
ー
ト
亀
石
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
の
進
ん
だ
建
物

の
解
体
や
撤
去
等
の
完
了
に
よ

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う 正風クラブ

（青
あお

木
き

敬
よしひろ

博議員）

ス
カ
イ
ポ
ー
ト
亀
石
解
体
事
業

の
事
業
効
果
及
び
今
後
の
展
望

を
伺
う

自民・維新の会
（中

なかじまひろみち
島弘道議員）

決算大綱質疑
６会派及び会派に所属していない１議員が質疑しました

～決算概要説明及び各会計決算に係る議案について～
（文書の掲載量は、会派の人数に応じており、登壇順に掲載しています。会派構成は10ページをご覧ください。）

　動画はこちら

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
給

付
事
業
に
お
け
る
家
計
急
変
世

帯
等
へ
の
対
応
実
績
を
伺
う

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
お

け
る
保
険
給
付
費
に
つ
い
て
、

令
和
四
年
度
実
績
及
び
今
後
の

見
通
し
を
伺
う
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り
、
維
持
管
理
に
係
る
経
費
が

削
減
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
跡
地

を
多
目
的
広
場
へ
と
整
備
し
、

静
岡
県
道
路
公
社
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
静
岡
県
道
路

公
社
が
料
金
所
の
再
編
・
移
転

を
計
画
し
て
お
り
、
移
転
後
は

料
金
所
を
通
ら
ず
に
多
目
的
広

場
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

市
民
が
気
軽
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
利
活
用
方
法
に
関
す
る
検

討
と
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
く
。

市
長

被
保
険
者
の
増
加
に
よ
り
、
歳

出
の
う
ち
各
種
負
担
金
が
増
額

し
た
た
め
一
般
会
計
繰
入
金
を

増
加
し
対
応
し
た

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

に
お
け
る
一
般
会
計
繰
入
金
の

増
加
要
因
に
つ
い
て
は
、
被
保

険
者
の
増
加
に
よ
り
、
歳
出
の

療
養
給
付
費
負
担
金
及
び
保
険

基
盤
安
定
負
担
金
が
増
加
し
た

こ
と
に
対
応
す
る
た
め
の
増
加

で
あ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
繰
入
金
の
多
く
を
占

め
る
療
養
給
付
費
繰
入
金
は
、

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
に
対
す

る
定
率
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

被
保
険
者
が
増
加
し
、
医
療
費

が
増ぞ
う
こ
う嵩

す
る
間
は
、
一
般
会
計

繰
入
金
も
増
加
し
て
い
く
状
況

と
な
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
一
三
項
目

市
長

幼
稚
園
・
保
育
園
職
員
を
対
象

に
、
将
来
の
認
定
こ
ど
も
園
化

に
向
け
会
議
を
実
施
し
て
い
る

　
令
和
四
年
度
に
「
伊
東
市
立

幼
稚
園
・
保
育
園
の
再
編
及
び

認
定
こ
ど
も
園
整
備
に
向
け
た

基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
本
市

の
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
は
、

今
後
、
可
能
な
範
囲
で
統
廃
合

を
進
め
、
認
定
こ
ど
も
園
化
を

推
進
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　

本
基
本
方
針
の
下
、
幼
稚

園
・
保
育
園
職
員
を
対
象
に
、

本
市
が
目
指
す
将
来
の
認
定
こ

ど
も
園
に
つ
い
て
話
し
合
う
た

め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
、
令
和
四
年
度
か
ら

継
続
的
に
会
議
を
開
催
し
、
相

互
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

保
護
者
が
安
心
し
て
子
供
を
預

け
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
づ
く

り
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
長

市
内
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
普
及
が
進
ん
だ

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い
て
は
、

消
費
者
の
負
担
軽
減
及
び
市
内

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
を
対
象
と
し
て

決
済
時
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
実

施
し
た
。

　
事
業
の
実
績
と
し
て
は
、
総

事
業
費
約
一
億
六
〇
〇
〇
万
円

に
対
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

で
あ
る
令
和
五
年
二
月
の
一
か

月
間
で
、
約
九
億
四
二
〇
〇
万

円
に
及
ぶ
直
接
消
費
が
生
ま
れ
、

事
業
効
果
に
つ
い
て
は
、
消
費

喚
起
に
よ
り
市
内
経
済
の
活
性

化
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す

と
と
も
に
、
事
業
者
及
び
消
費

者
に
対
し
広
く
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
普
及
に
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
　
九
項
目

市
長

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
算

出
さ
れ
る
全
て
の
指
標
に
お
い

て
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る

　
令
和
四
年
度
一
般
会
計
決
算

の
実
質
収
支
額
は
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
減
っ
て
お
り
、
単

年
度
収
支
で
は
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
る
が
、
地
方
公
共
団

体
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

実
質
収
支
額
の
割
合
で
あ
る
実

質
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
適

正
と
言
わ
れ
て
い
る
三
％
か
ら

五
％
程
度
の
水
準
に
対
し
、
本

市
は
五
・
三
％
で
あ
り
、
適
正

な
実
質
収
支
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
算
出
さ
れ
る
各
指
標
に

つ
い
て
も
、
実
質
赤
字
比
率
及

び
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
全
て

の
会
計
が
黒
字
の
た
め
数
値
が

算
出
さ
れ
ず
、
実
質
公
債
費
比

率
は
、
早
期
健
全
化
基
準
二

五
・
〇
％
に
対
し
五
・
六
％
、

将
来
負
担
比
率
も
早
期
健
全
化

基
準
三
五
〇
・
〇
％
に
対
し

一
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
て
の
指
標
に
お
い
て

健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
　
四
項
目

認
定
こ
ど
も
園
整
備
に
向
け
た

進
捗
状
況
を
伺
う

公明党
（鳥

とり
居
い

康
やす

子
こ

議員）

本
市
の
財
政
の
健
全
性
に
つ
い

て
伺
う

清友会
（杉

すぎもと
本憲

かず
也
や

議員）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の

一
般
会
計
繰
入
金
の
増
加
要
因

及
び
今
後
の
見
通
し
を
伺
う

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
の
実
績
及
び
事
業

効
果
に
つ
い
て
伺
う
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市
長

移
住
希
望
者
か
ら
は
、
利
用
し

や
す
い
と
の
高
い
評
価
を
受
け

て
お
り
、
実
際
に
六
組
一
四
人

の
移
住
に
つ
な
が
っ
た

　
移
住
定
住
促
進
事
業
の
う
ち
、

「
お
試
し
移
住
支
援
事
業
補
助

金
」
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お

け
る
移
住
定
住
の
促
進
を
目
的

に
、
移
住
希
望
者
が
、
市
内
で

の
住
ま
い
探
し
、
仕
事
探
し
、

移
住
に
関
す
る
相
談
ま
た
は
生

活
環
境
の
確
認
等
を
目
的
と
し

た
現
地
活
動
を
実
施
す
る
際
に

要
す
る
宿
泊
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
人
に

つ
き
一
泊
三
〇
〇
〇
円
を
上
限

と
し
、
年
度
内
で
通
算
一
〇
泊

ま
で
を
補
助
対
象
と
し
、
令
和

四
年
度
は
二
八
件
の
利
用
が

あ
っ
た
。

　
本
事
業
に
つ
い
て
、
利
用
者

か
ら
は
お
お
む
ね
高
い
評
価
を

得
て
お
り
、
利
用
の
あ
っ
た
二

八
件
の
う
ち
、
六
組
一
四
人
が

実
際
に
本
市
に
移
住
す
る
な
ど
、

移
住
希
望
者
に
と
っ
て
利
用
し

や
す
く
、
か
つ
移
住
に
直
結
す

る
効
果
の
高
い
事
業
と
な
っ
て

い
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
　
三
項
目

市
長

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
多
く

の
お
客
様
に
浴
衣
で
街
歩
き
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
消
費
拡

大
に
も
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
浴

衣
で
街
歩
き
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
〇

日
ま
で
の
期
間
で
、
伊
東
温
泉

観
光
・
文
化
施
設
「
東
海
館
」

に
浴
衣
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

「
ゆ
か
た
び
」
を
開
設
し
、
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
市
内

消
費
の
拡
大
を
目
指
し
た
事
業

を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
令
和
四
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
よ
る
完
全
予
約
制
と
し
た
が
、

対
前
年
度
比
で
三
五
八
％
、
二

八
三
人
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

い
た
。
ま
た
市
内
の
五
三
店
舗

の
協
力
を
得
て
、
浴
衣
で
来
店

さ
れ
た
お
客
様
に
対
し
、
店
舗

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
い

た
だ
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
週
末

を
中
心
に
多
く
の
利
用
が
あ
り
、

消
費
拡
大
に
も
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
　
六
項
目

市
長

　
財
政
調
整
基
金
の
適
正
規
模

に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
標
準

財
政
規
模
の
一
五
％
か
ら
二

〇
％
程
度
が
望
ま
し
い
と
言
わ

れ
る
中
で
、
令
和
四
年
度
の
本

市
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
は
二
〇
・
八
％
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
規
模

を
確
保
で
き
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
　
二
項
目

令
和
五
年
九
月
定
例
会
中
の

市
議
会
内
の
会
派
構
成

■
正
風
ク
ラ
ブ

　
　
仲
田　
佳
正　
議
員

　
　
鈴
木　
絢
子　
議
員

　
　
宮
﨑　
雅
薫　
議
員

　
◎
青
木　
敬
博　
議
員

　
　
佐
藤　
　
周　
議
員

■
公
明
党

　
　
鳥
居　
康
子　
議
員

　
　
篠
原　
峰
子　
議
員

　
◎
長
沢　
　
正　
議
員

■
自
民
・
維
新
の
会

　
　
大
川　
勝
弘　
議
員

　
　
中
島　
弘
道　
議
員

　
◎
杉
本　
一
彦　
議
員

■
清
友
会

　
　
杉
本　
憲
也　
議
員

　
◎
井
戸　
清
司　
議
員

■
日
本
共
産
党

　
　
佐
藤　
龍
彦　
議
員

　
◎
重
岡　
秀
子　
議
員

■
無
党
派
　
颯は
や
て

　
　
田
久
保
眞
紀　
議
員

　
◎
浅
田　
良
弘　
議
員

■
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　
　
石
島　
茂
雄　
議
員

　
　
四
宮　
和
彦　
議
員

（
◎
＝
会
派
代
表
者
、

　
会
派
構
成
議
員
は
議
席
順
）

令
和
四
年
度
に
新
た
に
取
り
組

ん
だ
お
試
し
移
住
支
援
事
業
補

助
金
等
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う

日本共産党
（佐

さ
藤
とう

龍
たつひこ

彦議員）

観
光
商
工
費
に
お
け
る
Ｙ
Ｕ
Ｋ

Ａ
Ｔ
Ａ
に
ぎ
わ
い
演
出
事
業
の

成
果
に
つ
い
て
伺
う

無党派　颯
（田

た く ぼ ま き
久保眞紀議員）

財
政
調
整
基
金
の
積
立
額
は
妥

当
な
水
準
で
あ
る
か
伺
う

四
しのみやかずひこ

宮和彦議員
（会派に所属していない）

閉会中の議会活動
7月31日	 議会報編集委員会
8月 3日	 常任観光建設委員会協議会
8月21日	 議会運営委員会
8月24日	 議会活動活性化協議会
9月 8日	 常任総務委員会協議会
10月 2日・ 3日	 議員行政研究会
10月 6日	 全員打合会

令和５年６月定例会閉会から令和５年１０月臨時会開会まで
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　伊東市競輪事業収益金活用基
金の設置目的を伺う。
　競輪事業特別会計から一般会
計に繰り入れられた競輪事業収
益金について、これまで以上に
その使途等を明確化するととも
に、繰入れ年度だけでなく、次
年度以降の事業財源として有効
に活用していくため、基金を設
置するものである。
　マイナンバーカードにおける
スマホ用電子証明書搭載サービ
スの概要を伺う。
　マイナンバーカード保有者に
ついて、カードに格納されてい
る電子証明書機能を対応可能な
スマートフォンに搭載させるこ
とで、これまで、マイナンバー
カードを使用しないとできな
かったマイナポータルの利用や、
住民票の写しの取得等のコンビ
ニ交付サービスの利用などを、
スマホだけでできるようになる
ものである。
　また、将来的には、健康保険
証としての利用も予定されてい
る。

　花咲く伊東整備事業で実施し
た花壇整備の取組内容及び今後
の展望を伺う。
　国道１３５号のバイパス沿いを
中心に季節の花を植えていたが、
花壇の維持管理に危険を伴うこ
ともあることから、試験的に管
理が容易な植物に植え替えた。
　今後は、市民から時代に合っ
た花壇を望む声もあることから、
花と海といで湯の街として、花
に注力した事業を展開していき
たい。
　鎌田地内で発生した崩落箇所
への対応状況を伺う。
　既に崩落を防ぐ処置のほか、
再び崩落した場合に備えた施設
を設置する応急復旧工事を完了
し、周囲の安全を確保している。
　今後は、本格的な復旧工事を
予定していることから、用地測
量を行い、関係地権者と境界確
認や本復旧工事に向けた設計等
の作業を進めている。

　北里柴三郎博士顕彰碑建立に
併せ行われる事業の詳細を伺う。
　松川遊歩道への北里柴三郎博
士顕彰碑建立に伴い、ノーベル
生理学・医学賞を受賞された北
里大学特別栄誉教授である大村
智博士の講演会を令和６年１月
に開催する予定である。子供た
ちへ話を届けたいとの博士の意
向もあることから、市内小・中
学校への周知に努める。
　部活動指導の外部委託の概要
を伺う。
　国の中学校部活動の地域移行
推進を受け、部活動の持続可能
な環境を構築するため、実証事
業として一部の学校において先
行して、教員以外の指導者に部
活動の単独指導を委託して行う
ものである。指導員の人件費の
ほか、交通費、保険料など、他
市町の状況等に鑑みながら委託
料を積算した。

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

常任委員会だより
～８月３１日、９月１日に行われた常任委員会審査の中から、一部を抜粋～

ホームページにおいて、
各委員会要点記録を公開しております。

令和５年５月から始まった令和５年５月から始まった
スマホ用電子証明書搭載サービススマホ用電子証明書搭載サービス

被害拡大を防ぐ処置を施している被害拡大を防ぐ処置を施している
鎌田地内の崩落箇所鎌田地内の崩落箇所

南中学校の男子バレー部及び南中学校の男子バレー部及び
女子卓球部の部活動指導の女子卓球部の部活動指導の

外部委託を予定している外部委託を予定している

各委員会要点記録はこちら

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会
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い
と

う
市

議
会

だ
よ

り
　

「
い

と
う

市
議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す

【
発

行
】伊

東
市

議
会

 【
編

集
】議

会
報

編
集

委
員

会
【

伊
東

市
議

会
事

務
局

】伊
東

市
大

原
二

丁
目

1番
1号
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任
期
満
了
に
よ
る
伊
東
市
議

会
議
員
選
挙
が
九
月
二
四
日
に

行
わ
れ
、
市
民
の
代
表
と
し
て

活
動
す
る
第
二
〇
期
議
員
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
議
会
報
編
集
委
員
会
も
左
記

メ
ン
バ
ー
で
新
た
に
構
成
さ
れ
、

新
体
制
で
市
議
会
だ
よ
り
を
発

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
よ

り
身
近
で
、
分
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
本
誌
を
通
じ
て
、
市

議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
前
期
に
引

き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
議
長　
中
島
）

議
会
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長　
　
杉
本　
憲
也

　
副
委
員
長　
　
大
川　
勝
弘

　
委　
　
員　
　
村
上　
祥
平

　
　

 

〃  　
　
　
河
島
紀
美
恵

　
　

 

〃  　
　
　
竹
本　
力
哉

　
　

 

〃  　
　
　
田
久
保
眞
紀

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

12月定例会の予定

12月１日（金）開会
※日程等は、１１月下旬の議会運営委員会において
　正式に決定します。

議
員
行
政
研
究
会

議
員
行
政
研
究
会

　
今
後
議
員
活
動
を
行
う
上
に

お
い
て
必
要
と
な
る
基
礎
的
事

項
に
関
し
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
九
月
二
四
日
の
市

議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
当
選

し
た
新
人
議
員
四
人
、
元
職
議

員
一
人
を
対
象
に
、
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

（
一
〇
月
二
日
）

■
執
行
機
関
の
概
要
説
明

（
一
〇
月
三
日
）

■
市
内
各
施
設
の
視
察

・
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

・
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

・
競
輪
場

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
議
事
機
関
の
概
要
説
明

環境美化センターにて研修

仲
田
佳
正
議
員 

急
逝

　
仲
田
佳
正
議
員
が
九
月
二

〇
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
仲
田
議
員
の
多
大
な
る
ご

功
績
を
し
の
び
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

市議1期　５４歳
故 仲田 佳正 議員

議場見学 １0月2５日に富戸小３年生が
議場見学をしました


